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画
の
決
定

　
第
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申
事
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事
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と
軍
拡
計
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再
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第
三
章
　
初
期
議
会
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朝
鮮
政
策
と
財
政

第
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清
戦
争
の
開
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過
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一
八
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四
年
夏
－

　
第
一
章
　
開
戦
方
針
の
決
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二
章
　
開
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争
の
見
通
し
と
朝
鮮
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結
語
　
日
本
近
代
化
と
大
陸
国
家
化

落書

一

　
本
書
は
、
高
橋
秀
直
氏
の
三
三
歳
か
ら
四
〇
歳
に
か
け
て
の
八
年
余
り
の

研
究
成
果
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
、
本
文
五
二
五
頁
の
雄
編
で
あ
る
。
内

容
は
、
一
八
八
二
年
の
壬
午
事
変
か
ら
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
開
戦
ま
で

の
、
大
陸
政
策
・
外
交
と
軍
事
費
を
中
心
と
し
た
財
政
問
題
を
主
に
扱
っ
て

い
る
。
本
書
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
既
発
表
の
＝
撒
の
著
書
と
八

編
の
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
に
対
し
て
大
幅
な
書
き
直
し
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
初
期
議
会
期
の
軍
拡
と
財
政
に
関
す
る
書
き
下
ろ

し
論
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
関
す
る
高
橋
氏
の
枠
組
み
が
よ

り
明
確
に
提
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
著
者
の
高
橋
氏
は
、
こ
れ
ま
で
実
証
的

な
手
堅
い
研
究
で
、
近
代
罠
本
史
研
究
に
数
多
く
の
問
題
提
起
を
し
て
き
た

気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論
　
日
本
近
代
化
と
大
陸
国
家
家

産
－
篇
　
近
代
化
過
程
に
お
け
る
外
交
と
財
政
一
一
八
八
二
～

　
　
　
　
一
八
九
四
一

　
高
橋
茂
は
、
本
書
が
対
象
と
し
た
日
清
戦
争
に
い
た
る
明
治
国
家
の
歩
み

の
分
析
視
角
と
し
て
、
大
陸
国
家
化
を
｝
貫
し
て
め
ざ
し
て
い
た
の
と
い
う

の
は
事
実
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
す
え
た
（
六
頁
）
。
本
書
の

第
－
篇
で
は
、
壬
午
事
変
よ
り
甲
午
農
民
戦
争
が
勃
発
し
て
朝
鮮
へ
の
出
兵

が
決
定
さ
れ
る
一
八
九
四
年
六
月
の
直
前
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
朝
鮮
問

題
や
軍
備
を
中
心
と
す
る
財
政
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
政
府
は
い
か
な
る
政

策
を
展
開
し
た
の
か
を
分
析
し
、
β
清
戦
前
期
の
日
本
は
大
陸
国
家
化
を
め

ざ
し
て
い
た
と
い
う
、
中
塚
明
・
藤
村
道
生
・
芝
原
拓
自
氏
ら
の
通
説
と
な

っ
た
見
解
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
日
本
政
府
の
主
流
は
大
陸
国
家
化
を
め
ざ

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
新
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
H

篇
で
、
朝
鮮
へ
の
出
兵
を
決
定
し
た
　
八
九
四
年
六
月
二
日
置
ら
宣
戦
布
告

を
行
な
っ
た
八
月
二
日
ま
で
の
、
日
清
戦
争
の
開
戦
過
程
を
検
討
し
、
日
清

開
戦
の
要
因
は
、
日
本
の
内
政
聞
題
に
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

　
本
書
の
特
色
は
、
高
橋
氏
が
膨
大
な
公
刊
・
未
公
刊
の
史
料
を
博
捜
し
て
、

論
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
本
書
巻
末
の
「
言
及
文
献
目
録
」
参
照
）
。

日
本
の
公
刊
史
料
は
も
と
よ
り
、
未
公
刊
の
史
料
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
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図
書
館
憲
政
資
料
室
・
外
務
省
外
交
史
料
館
・
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部

図
書
蜜
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
三
井
文
庫
等
に
も
足
を
の
ば
し
て
、
難
解
な
く

ず
し
字
史
料
を
含
め
た
関
連
史
料
を
発
見
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
黒
田
清
隆

関
係
文
書
・
梧
陰
文
庫
な
ど
日
本
側
の
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
た
史
料
の
他
、
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
中
国
・
朝
鮮
側
の
刊
行
史
料

も
多
数
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
高
橋
氏
ほ
ど
膨
大
な
史
料

を
使
っ
た
研
究
老
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
史
料
の
面
で
も
、
本
書
は
近
代
日
本

史
研
究
の
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
重
厚
な
研

究
を
本
領
と
す
る
高
橋
氏
を
京
都
大
学
文
学
部
が
助
教
授
と
し
て
招
い
た
と

こ
ろ
に
、
い
わ
ゆ
る
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
健
在
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
、

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

二

　
本
書
を
読
ん
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
ら
が

朝
鮮
問
題
で
の
清
国
と
の
正
面
対
決
を
避
け
、
日
清
間
の
協
調
を
実
現
し
、

軍
備
拡
充
の
必
要
性
を
減
退
さ
せ
、
な
る
べ
く
財
政
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
維

持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
高
橋
氏
が
論
証
し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
日
清
戦

争
開
戦
ま
で
国
政
の
主
導
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
提
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。

口
清
戦
争
の
開
戦
過
程
は
、
後
に
四
で
触
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
八
九
四

年
五
月
ま
で
を
検
討
す
る
。
壬
午
事
変
前
の
井
上
馨
参
議
兼
外
務
卿
の
主
導

す
る
日
本
の
朝
鮮
政
策
は
、
親
日
化
路
線
で
あ
っ
た
。
壬
午
事
変
が
発
生
し
、

清
国
が
軍
を
朝
鮮
に
送
っ
て
宗
属
関
係
を
根
拠
に
積
極
的
に
介
入
し
て
く
る

と
、
対
清
関
係
改
善
を
重
視
す
る
井
上
馨
は
、
井
上
と
並
ぶ
有
力
参
議
の
山

県
有
朋
の
主
張
す
る
、
対
々
対
決
を
覚
悟
し
て
も
朝
鮮
へ
の
勢
力
拡
大
を
図

ろ
う
と
す
る
積
燧
的
干
渉
論
を
抑
え
る
た
め
、
右
大
臣
の
岩
倉
具
視
と
妥
協

し
、
対
聯
対
決
を
招
か
な
い
程
度
に
消
極
的
に
干
渉
す
る
政
府
の
方
針
を
決

定
し
、
開
戦
を
避
け
た
。
な
お
欧
州
留
学
中
の
参
議
中
の
第
一
人
者
の
伊
藤

博
文
は
、
政
府
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
電
報
で
積
極
的
干
渉
論
の
考
え
を

示
し
た
が
、
情
勢
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
壬
午
事
変
後
、
日
本

の
大
軍
備
拡
張
方
針
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
対
清
対
決
の
可
能
性
に
備
え

る
と
い
う
こ
と
を
合
意
事
項
と
し
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
対
清
対
決
論
を
意

味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
大
軍
拡
は
、
松
方
正
義
参
議
兼
大
蔵
卿

の
推
進
す
る
緊
縮
財
政
方
針
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
軍
拡
の
光
体
的
計

画
・
規
模
を
め
ぐ
り
軍
と
緊
縮
派
（
大
蔵
省
）
は
対
立
し
た
（
第
一
章
）
。

　
清
仏
工
華
が
本
格
化
し
、
朝
鮮
に
お
け
る
清
国
の
勢
力
が
後
退
す
る
と
、

一
入
八
四
年
＝
一
月
、
消
極
的
干
渉
方
針
の
枠
内
に
あ
る
竹
添
朝
鮮
公
使
も

独
断
で
独
立
党
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
関
与
し
、
駐
留
日
本
軍
は
清
国
軍
に
敗
れ
、

朝
鮮
の
親
日
勢
力
は
壊
滅
し
た
。
こ
の
甲
申
事
変
に
対
し
非
上
・
伊
藤
ら
長

州
派
は
、
対
朝
鮮
・
対
清
国
開
戦
に
つ
な
が
る
強
硬
方
針
を
主
張
す
る
薩
派

を
抑
え
、
朝
鮮
と
の
間
で
は
竹
添
の
内
政
干
渉
の
責
任
を
不
問
に
す
る
形
で
、

　
八
八
五
年
一
月
、
漢
城
条
約
を
調
印
し
た
。
ま
た
、
清
鑑
と
の
間
に
は
清

国
が
朝
鮮
か
ら
撤
兵
し
、
日
清
両
国
が
再
演
兵
権
を
認
め
あ
う
こ
と
で
妥
協

を
成
立
さ
せ
、
　
一
八
八
五
年
四
月
、
天
津
条
約
を
結
び
、
戦
争
を
避
け
た
。

同
月
、
朝
鮮
南
端
の
巨
文
島
を
イ
ギ
リ
ス
が
占
領
す
る
事
件
が
起
き
る
と
、

世
界
的
な
英
．
憲
対
立
の
中
で
、
律
シ
ア
が
朝
鮮
に
南
下
し
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
が
、
日
本
政
府
内
に
高
ま
り
、
日
本
は
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
侵

出
阻
止
を
第
一
臼
標
と
し
て
対
清
協
調
方
針
を
と
り
、
日
本
は
墨
壷
の
朝
鮮

へ
の
影
響
力
の
強
化
を
黙
認
す
る
政
策
を
と
っ
た
（
第
二
章
）
。

　
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
着
工
の
動
き
に
と
も
な
い
、
ロ
シ
ア
が
朝
鮮
に

侵
出
す
る
こ
と
や
、
極
東
で
英
露
対
決
が
発
生
す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
、
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評諮

一
八
九
〇
年
頃
に
日
本
国
内
で
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
が
、
第
一
次
山
県
有
朋

内
閣
や
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
政
策
は
、
巨
文
島
事
件
以
降
の
日
清
提
携
路
線

の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
三
年
、
第
二
次
伊
藤
内
閣
下
で

紛
糾
し
た
鳥
総
令
事
件
も
、
日
清
提
携
路
線
の
枠
内
で
解
決
さ
れ
た
（
第
三

章
）
。

　
財
政
の
面
で
は
、
一
八
八
三
年
度
よ
り
出
発
し
た
軍
拡
財
政
計
画
が
、
陸

海
軍
ほ
か
各
省
の
新
規
要
求
の
続
出
と
税
収
の
停
滞
に
よ
り
、
　
一
八
八
五
年

に
は
破
綻
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
井
上
・
松
方
・
伊
藤
の
緊
縮
派
が
主
導
権

を
握
り
、
軍
の
新
規
要
求
の
大
部
分
を
否
定
し
、
既
定
方
針
計
画
の
下
方
修

正
・
経
費
節
減
を
行
う
と
い
う
軍
拡
の
抑
制
に
よ
り
、
緊
縮
路
線
を
維
持
し

た
（
第
二
章
）
。
　
こ
の
部
命
は
、
松
方
財
政
と
軍
拡
の
関
係
の
財
政
的
実
態

を
鮮
や
か
に
分
析
し
た
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
の
大
枠
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
井
上
馨
の
役
割

の
評
価
を
含
め
、
財
政
問
題
を
政
治
史
を
視
野
に
入
れ
て
と
ら
え
直
し
た
意

義
は
小
さ
く
な
い
。
こ
の
松
方
財
政
は
、
初
期
議
会
期
ま
で
続
い
た
（
第
三

章
）
。

　
高
橋
氏
が
伊
藤
・
井
上
ら
の
路
線
を
理
解
す
る
背
景
と
し
て
、
β
清
開
戦

問
題
で
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
る
両
軸
の
海
軍
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
て
論
を
立
て
て
い
る
の
も
、
本
書
の
す
ぐ
れ
た
特

色
で
あ
る
。
第
…
段
階
の
一
八
七
四
年
の
台
湾
出
兵
ま
で
は
、
日
清
と
も
に

海
軍
力
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
一
八
七
九
年
ま

で
の
第
二
段
階
で
、
日
本
側
の
軍
拡
の
結
果
、
臼
上
側
に
大
き
な
優
位
が
で

き
た
。
し
か
し
清
国
海
軍
の
大
拡
張
が
あ
り
、
一
八
八
二
年
半
壬
午
事
変
前

ま
で
の
第
三
段
階
で
は
、
日
清
両
国
の
海
軍
力
は
拮
抗
し
た
。
そ
の
後
、
清

国
が
ド
イ
ツ
か
ら
購
入
し
た
国
遠
・
鎮
遠
と
い
う
巨
艦
が
一
八
八
五
年
に
清

国
に
回
航
さ
れ
る
と
、
清
国
の
優
位
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
鶏
本
は
一

八
九
〇
年
以
降
、
予
想
さ
れ
る
清
国
海
軍
の
拡
張
計
画
を
含
め
て
も
、
一
八

九
九
年
段
階
で
日
本
海
軍
が
優
位
に
立
つ
こ
と
を
欝
標
に
し
て
、
軍
拡
計
画

を
進
め
た
（
第
一
章
二
節
5
①
、
第
三
章
二
節
3
②
）
。
こ
れ
ら
か
ら
、
壬

午
事
変
の
際
に
井
土
ら
が
、
ま
た
甲
申
事
変
の
際
に
伊
藤
・
井
上
ら
が
主
導

権
を
握
り
、
対
隅
開
戦
を
避
け
た
こ
と
や
、
と
り
わ
け
一
八
八
五
年
以
降
、

清
国
の
圧
倒
的
な
海
軍
力
優
位
の
中
で
、
対
清
協
調
外
交
が
日
本
の
主
流
と

な
っ
て
い
く
こ
と
の
軍
事
的
背
景
が
よ
く
説
闘
さ
れ
、
高
橋
氏
の
提
示
す
る

藩
閥
政
府
の
大
陸
政
策
の
枠
組
み
を
説
得
的
に
し
て
い
る
。

三

　
た
だ
惜
し
い
の
は
、
高
橋
氏
が
膨
大
な
史
料
を
使
っ
て
政
治
過
程
を
克
明

に
分
析
し
て
い
な
が
ら
、
本
書
の
対
象
と
す
る
時
代
の
精
神
や
、
伊
藤
・
井

上
ら
本
書
に
登
場
す
る
主
要
な
政
治
家
た
ち
が
、
局
面
ご
と
の
外
交
問
題
や

財
政
問
題
に
対
す
る
意
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
国
家
構
想
を
持
っ

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
積
極
的
に
描
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
伊
藤
・
井
上
ら
は
当
面
は
内
治
優
先
を
重
視
し
、
外
交
で
の
冒
険

を
避
け
て
い
る
が
、
財
政
再
建
を
し
、
国
内
産
業
を
充
実
さ
せ
、
経
済
力
を

強
化
し
た
結
果
と
し
て
Y
無
理
を
し
な
い
か
た
ち
で
大
陸
へ
の
膨
張
が
で
き

る
な
ら
、
そ
れ
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
九
〇
〇

年
代
初
頭
の
伊
藤
・
井
上
両
元
老
や
政
友
会
を
掌
握
し
て
い
く
原
敬
ら
に
は

共
通
の
考
え
方
で
あ
り
、
彼
ら
は
さ
し
あ
た
り
、
当
時
の
最
重
要
外
交
問
題

で
あ
っ
た
日
露
対
立
に
関
し
て
は
、
指
南
宥
和
主
義
を
基
調
と
し
て
い
た
（
拙

稿
「
初
期
政
友
会
の
政
策
と
組
織
の
確
立
」
『
法
学
論
叢
』
…
三
六
巻
四
・
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五
・
六
号
、
一
九
九
五
年
三
月
、
岡
「
日
露
戦
争
へ
の
政
治
過
程
」
山
本
四

郎
編
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
一
〇

月
）
。
し
た
が
っ
て
、
日
清
戦
争
前
に
お
い
て
薩
派
ら
の
「
中
鷺
国
家
化
を

志
向
す
る
勢
力
」
に
対
し
、
伊
藤
・
井
上
ら
を
区
別
し
て
実
証
し
た
成
果

は
大
き
い
が
、
伊
藤
・
井
上
ら
を
「
非
大
陸
国
家
路
線
を
と
る
」
（
五
二
三

頁
）
と
ま
で
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
な
る
吟
昧
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
、
一
八
八
五
年
頃
ま
で
に
は
藩
閥
官
僚
中
で
伊
藤
博
文
に
次
ぐ
地
位

を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
山
県
有
朋
は
、
そ
の
陸
軍
へ
の
影
響
力
か
ら
み
て
も
、

上
書
の
テ
ー
マ
に
関
し
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
高
橋
氏
も
、
そ
の
重
要
さ
に

気
づ
い
て
お
り
、
壬
午
事
変
で
山
県
が
対
清
対
決
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
、
井

上
と
対
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
県
の
外
交
論
は
そ
の
時
期
を
除
い
て

一
八
九
三
年
に
い
た
る
ま
で
、
慎
重
で
あ
っ
た
と
注
屠
し
、
そ
の
外
交
政
策

の
展
開
に
つ
い
て
黒
豆
で
の
検
討
を
予
告
し
て
い
る
（
五
六
頁
、
＝
二
五
頁
、

　
四
一
頁
）
。
こ
の
山
県
の
国
家
構
想
や
動
向
お
よ
び
軍
と
の
関
係
の
本
格

的
な
分
析
は
、
本
書
の
他
の
叙
述
を
削
減
し
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
、
伊
藤
・
井
上
ら
の
国
政
主
導
の
イ
メ
ー

ジ
を
曖
昧
に
し
て
お
り
、
惜
し
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
本
書
は
藩
閥
官
僚
申
の
外
交
∴
財
政
対
立
を
主
題
と
し
て
お
り
、

各
局
面
に
お
け
る
彼
ら
の
動
向
に
つ
い
て
は
克
明
に
論
じ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
藩
閥
全
体
の
権
力
構
造
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
論
じ

て
い
な
い
た
め
、
各
局
面
で
の
政
治
動
向
の
説
開
に
も
理
解
し
に
く
い
部
分

を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
章
の
小
括
に
お
い
て
、
甲
申
事
変
の
際

の
外
交
政
策
に
お
け
る
「
井
上
馨
・
伊
藤
ら
長
州
派
」
（
二
三
〇
頁
）
、
一
八

八
五
年
の
財
政
危
機
に
関
し
て
「
当
時
の
政
府
の
主
流
派
で
あ
る
、
井
上
・

松
方
そ
れ
に
伊
藤
の
緊
縮
派
」
（
二
三
二
頁
）
、
「
伊
藤
・
井
上
・
松
方
ら
敷

府
主
流
」
（
二
三
二
頁
）
な
ど
の
表
現
が
登
場
す
る
が
、
先
の
山
県
の
問
題

も
含
め
、
誰
が
中
心
に
な
っ
た
ど
の
よ
う
な
派
閥
か
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
一
八
八
○
年
代
前
半
を
描
い
た
第
－
専
断
一
章
・
第
二
章
で
は
、

井
上
が
伊
藤
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
主
人
公
と
し
て
登
場
す
る
が
、
日
清
戦

争
の
開
戦
過
程
を
扱
っ
た
第
H
篇
で
は
、
伊
藤
首
相
と
陸
奥
宗
光
外
相
が
主

人
公
と
な
り
、
井
上
は
伊
藤
内
閣
の
内
相
と
い
う
副
首
梢
格
の
要
職
に
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

高
橋
氏
が
、
壬
午
事
変
や
甲
申
事
変
の
処
理
に
関
し
、
天
皇
が
対
清
開
戦
を

避
け
る
立
場
に
つ
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
（
七
一
、
一
六
七
、

一
七
一
頁
）
、
氏
の
研
究
が
根
本
史
料
に
も
と
づ
い
て
論
じ
て
い
る
が
故
に
、

天
皇
の
政
治
的
機
能
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
本
書
の
叙
述
の
ト
ー
ン
か

ら
、
氏
は
一
八
八
○
年
代
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
の
天
皇
の
政
治
関
与
を
積

極
的
に
認
め
る
立
場
に
与
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
藩
閥
政
府
の
権
力
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
、
氏
に
積
極
的
に
論
じ
て
ほ

し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

　
一
八
九
四
年
六
月
二
日
か
ら
宣
戦
布
告
を
し
た
八
月
ま
で
の
日
清
戦
争
の

開
戦
過
程
に
関
し
、
高
橋
氏
ほ
ど
、
藩
閥
官
僚
勢
力
内
部
の
動
向
の
詳
細
な

分
析
を
根
本
史
料
に
も
と
づ
い
て
行
っ
た
研
究
者
は
い
な
い
。
高
橋
氏
は
、

内
政
や
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
も
関
連
づ
け
て
、
約
二
ヶ
月
半
の
歴
史
の

分
析
に
二
一
八
頁
を
使
っ
て
、
微
に
入
り
細
に
入
り
論
じ
て
い
る
（
第
且
篇
）
。

高
橋
民
は
、
一
八
九
四
年
六
月
四
日
の
朝
鮮
へ
の
日
本
軍
の
出
兵
に
あ
た
り
、
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物書

陸
奥
宗
光
外
相
や
陸
軍
は
、
こ
れ
を
機
と
し
て
対
清
対
決
を
考
え
て
い
た
が
、

政
策
の
主
導
権
を
握
る
伊
藤
首
相
は
恩
讐
協
調
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た

と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
志
向
は
、
こ
れ
以
前
よ
り
存
在
す
る
朝
鮮
政
策
の
二

潮
流
を
反
映
し
て
い
た
。
し
か
し
六
月
一
五
日
、
閣
議
は
朝
鮮
改
革
問
題
の

解
決
ま
で
留
兵
を
続
け
る
こ
と
や
、
日
本
の
提
議
に
湾
国
が
不
同
意
の
場
合

は
日
本
が
単
独
で
改
革
に
あ
た
る
こ
と
と
い
う
条
件
を
付
け
加
え
、
対
清
対

決
方
針
を
決
め
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
の
内
乱
が
鎮
静
化
し
た
も
の
の
、
出
試
刷
が

報
じ
ら
れ
る
と
議
会
諸
派
や
世
論
は
対
外
強
硬
論
を
唱
え
、
政
府
に
圧
力
を

か
け
た
の
で
、
総
選
挙
を
間
近
に
ひ
か
え
て
い
た
伊
藤
首
相
が
、
留
兵
－
対

清
対
決
の
方
針
に
転
換
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
よ
う
に
開
戦
は
な
に

よ
り
も
内
政
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
五
一
七
頁
）
。
し
か
し
、
六

月
二
五
日
よ
り
八
月
二
日
の
宣
戦
布
皆
ま
で
の
道
は
、
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス

の
動
向
や
、
伊
藤
首
相
や
天
皇
の
戦
争
へ
の
不
安
や
た
め
ら
い
が
存
在
し
た

た
め
、
曲
折
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
た
め
ら
い
を
押
し
切
っ
て
、

開
戦
へ
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
、
陸
奥
で
あ
っ
た
。

　
高
橋
氏
が
陸
奥
外
相
と
異
な
る
伊
藤
首
相
の
外
交
方
針
を
描
い
た
こ
と
や
、

日
本
政
府
が
六
月
一
五
日
に
紺
清
対
決
の
方
針
を
決
め
た
こ
と
な
ど
の
実
証

成
果
は
、
今
後
の
学
界
共
有
の
財
産
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
重
厚
な
実
証
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
藤
首
相
が
内
政
的
要
因
で
開
戦
の
方

向
に
転
換
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
て
も
、
日
清
戦
争
の
開
戦
が
内
政
的
要
因

で
あ
る
と
の
氏
の
見
解
は
、
少
し
極
端
に
走
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
も
日
清
戦
争
の
内
政
要
因
を
重
視
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
高
橋
氏

は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
私
は
陸
奥
外
相
の
強
硬
な
外
交
姿
勢
の
背
景
に
も
、

内
政
要
因
が
大
き
く
働
い
て
い
る
と
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
党
内
の

板
垣
総
理
一
星
亨
ら
の
主
導
す
る
体
制
が
、
第
四
議
会
に
お
け
る
第
二
次
伊

藤
内
閣
の
自
由
党
へ
の
見
返
り
の
少
な
い
強
圧
姿
勢
や
、
大
配
本
協
会
や
改

進
党
の
星
排
斥
の
た
め
に
一
八
九
三
年
＝
一
月
に
崩
壊
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

自
由
党
は
伊
藤
内
閣
と
の
提
携
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
す
る

と
一
八
九
三
年
以
降
、
霞
本
国
内
で
国
力
へ
の
自
信
や
朝
鮮
改
革
論
が
多
少

高
ま
っ
た
と
し
て
も
、
陸
奥
外
相
が
星
を
通
し
た
自
由
党
と
の
パ
イ
プ
を
維

持
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
陸
奥
は
内
政
に
絶
望
す
る
こ
と
も
な
く
、

条
約
改
正
の
成
功
で
彼
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
、
将
来
に
政
党
内
閣
の
首
相
に

な
る
こ
と
を
確
信
し
続
け
、
　
八
九
四
年
夏
の
時
点
で
は
朝
鮮
問
題
で
冒
険

す
る
道
を
と
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
（
『
窒
察
録
』
の
叙
述
に
は
、
日
清
戦

争
後
の
脚
色
が
あ
る
）
（
拙
稿
「
初
期
議
会
期
の
自
由
党
」
、
同
「
自
由
党
・

政
友
会
系
基
盤
の
変
容
」
、
い
ず
れ
も
山
本
四
郎
編
『
近
代
日
本
の
政
党
と

官
僚
』
東
京
創
元
社
、
一
九
九
一
年
）
。

　
し
か
し
、
伊
藤
の
転
換
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
議
会
諸
派
と
世
論
（
と
く
に

対
外
硬
派
系
）
、
開
戦
に
む
け
て
主
導
権
を
握
っ
た
陸
奥
外
相
と
連
携
し
て

い
た
陸
軍
は
、
朝
鮮
問
題
に
影
響
さ
れ
て
強
硬
姿
勢
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
勢
力
の
変
化
を
、
彼
ら
が
国
力
へ
の
自
信
を
回
復
し
た
一
八

九
三
年
春
か
ら
翌
年
春
と
み
て
お
り
（
拙
稿
「
日
清
戦
前
の
中
国
・
朝
鮮
認

識
の
形
成
と
外
交
論
」
重
重
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
』
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）
、
日
清
戦
争
の
要
因
も
、
通
説
で
い

わ
れ
る
よ
う
に
内
政
・
外
交
両
要
因
が
複
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が

い
い
と
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
高
橋
氏
の
研
究
は
、
内
政
・
外
交
両
要
因

の
複
合
の
さ
れ
方
の
解
明
を
大
き
く
進
展
さ
せ
、
な
か
で
も
内
政
要
因
の
重

要
さ
を
再
確
認
さ
せ
た
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
開
戦
過
程
を
理
解

す
る
う
え
で
、
高
月
一
五
日
ま
で
の
山
県
有
朋
を
含
め
た
陸
軍
の
朝
鮮
問
題

処
理
構
想
を
、
第
H
篇
の
他
の
叙
述
を
整
理
し
た
う
え
で
、
も
う
少
し
書
き
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込
ん
で
ほ
し
か
っ
た
。

五

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
、
軍
備
拡
充
問
題
と
の
関
連
で

日
清
戦
争
ま
で
の
財
政
問
題
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
緬
値
を
高

め
て
い
る
。
初
期
議
会
期
の
財
政
問
題
に
関
し
て
は
、
高
橋
氏
は
二
つ
の
大

き
な
貢
献
を
し
た
。
そ
の
｝
つ
は
、
室
山
氏
の
前
掲
書
に
お
け
る
松
方
の
健

全
財
政
主
義
の
枠
組
み
を
改
良
し
、
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
（
第

－
篇
第
三
章
二
節
）
。
か
つ
て
坂
野
潤
治
氏
は
『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
七
一
年
）
に
お
い
て
、
民
党
が
藩
閥
と
妥
協
す

る
よ
う
に
な
る
理
由
と
し
て
、
第
一
次
松
方
正
．
義
内
閣
が
軍
拡
と
鉄
道
建
設

な
ど
産
業
育
成
の
両
方
を
実
現
す
る
積
極
財
政
主
義
を
と
り
、
地
稲
軽
減
要

求
の
限
界
を
み
た
自
由
党
は
、
鉄
道
な
ど
の
建
設
を
求
め
て
妥
協
の
道
を
歩

ん
で
い
っ
た
、
と
の
政
治
史
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
室
山

氏
は
、
第
一
次
松
方
内
閣
は
健
全
財
政
主
義
で
あ
り
、
積
極
財
政
の
実
態
が

な
い
こ
と
を
論
証
し
、
財
政
史
の
立
揚
か
ら
、
坂
野
氏
の
前
掲
書
の
政
治
史

の
理
解
に
根
本
的
疑
問
を
初
め
て
提
示
し
た
。
私
も
、
初
期
議
会
期
の
自
由

党
の
行
動
原
理
と
藩
閥
官
僚
勢
力
と
の
関
係
を
論
じ
、
臼
清
戦
争
後
の
一
八

九
〇
年
代
末
と
比
べ
て
、
日
清
戦
争
前
は
自
由
党
内
に
鉄
道
建
設
な
ど
積
極

政
策
要
求
は
十
分
に
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
自
由
党
が
藩
閥
官
僚
勢

力
に
妥
協
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
政
治
参
加
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
条
約

改
正
・
軍
備
の
充
実
や
藩
閥
政
治
の
弊
害
の
修
正
お
よ
び
、
あ
る
程
度
の
民

力
休
養
（
地
租
軽
減
か
地
価
修
正
）
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
こ
う
し

た
第
一
議
会
以
来
の
星
亨
の
構
…
想
が
、
党
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
形
成
に
も
助

け
ら
れ
て
一
時
的
に
党
内
に
定
着
し
か
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、

初
期
議
会
期
の
政
治
史
の
新
し
い
枠
組
み
を
提
起
し
た
（
前
掲
、
獺
稿
「
初

期
議
会
期
の
自
由
党
」
）
。

　
高
橋
氏
は
、
室
山
氏
が
第
一
次
松
方
内
閣
に
続
く
、
日
清
戦
争
前
の
第
二

次
伊
藤
内
閣
期
を
、
伊
藤
首
相
・
渡
辺
国
武
蔵
相
・
自
由
党
の
績
極
財
政
路

線
と
と
ら
え
た
の
に
対
し
、
緊
縮
基
調
の
健
全
財
政
原
則
が
そ
れ
ま
で
は
意

図
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
（
か
な
り
の
海
軍
拡
張
が
な
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
総
生
産
に
お
け
る
租
税
負
担
が
一
八
八
七
年
か

ら
九
三
年
に
か
け
て
低
下
傾
向
）
、
こ
れ
は
前
掲
の
拙
稿
で
述
べ
た
自
由
党

と
藩
閥
の
関
係
と
同
じ
枠
継
み
で
考
え
ら
れ
興
味
深
く
、
初
期
議
会
期
を
坂

野
氏
の
枠
組
み
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　
高
橋
氏
の
初
期
議
会
樋
里
政
史
に
蝦
す
る
第
二
の
貢
献
は
、
初
期
議
会
期

に
政
府
が
健
全
財
政
原
則
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
相
嶺
な
規
模
の
海
軍
拡
張

が
な
さ
れ
た
理
由
と
し
て
多
額
の
剰
金
余
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、

そ
の
剰
余
金
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
甲
種
剰
余
金
と
乙
種
剰
余
金
と
に
分
け
て
解

明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
は
、
毎
年
度
決
算
で
の
蔵
入
超
過
金
と
し
て
一

時
的
に
生
ま
れ
た
甲
種
剰
余
金
を
軍
拡
な
ど
に
積
楓
的
事
業
に
使
い
、
民
党

の
要
求
に
迫
ら
れ
て
行
っ
た
政
費
節
減
の
結
果
、
慎
久
的
に
生
ま
れ
る
乙
種

剰
余
金
は
、
民
党
の
要
求
と
比
べ
れ
ば
少
な
い
額
な
が
ら
も
、
民
力
休
養
に

ま
わ
す
と
い
う
原
則
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

山IS

　
最
後
に
氏
が
描
い
た
時
期
の
大
枠
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
高
橋
氏
は
本

書
の
結
語
の
部
分
で
、
日
清
戦
争
が
起
こ
っ
た
た
め
日
本
が
大
陸
国
家
化
し

た
こ
と
や
、
健
全
財
政
路
線
か
ら
軍
拡
至
上
主
義
路
線
に
変
わ
っ
た
こ
と
、

軍
国
主
義
・
膨
張
主
義
が
国
民
の
間
に
広
く
浸
透
し
た
こ
と
や
軍
国
主
義
教
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H

育
の
本
格
的
開
始
や
天
皇
崇
拝
が
国
民
の
中
に
深
く
浸
透
し
て
い
く
こ
と
、

軍
と
政
党
と
い
う
二
つ
の
勢
力
の
地
位
が
向
上
し
た
こ
と
を
あ
げ
、
日
清
戦

争
を
近
代
日
本
の
最
大
の
画
期
と
し
て
論
じ
て
い
る
（
五
｝
八
～
五
二
五
頁
）
。

私
も
、
日
清
戦
争
を
近
代
日
本
史
上
の
一
つ
の
画
期
と
し
て
認
め
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
が
、
そ
れ
が
日
露
戦
争
等
と
同
様
の
大
き
な
画
期
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
感
じ
る
。
本
書
評
の
三
で
述
べ

た
よ
う
に
、
伊
藤
・
井
上
ら
を
大
聖
国
家
化
を
志
向
し
て
い
な
い
勢
力
と
ま

で
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
國
民

の
大
陸
へ
の
膨
張
主
義
は
、
日
本
の
国
力
へ
の
自
信
が
少
し
形
成
さ
れ
る
と
、

一
八
八
○
年
代
前
半
か
ら
は
東
ア
ジ
ア
の
盟
主
を
め
ざ
す
…
つ
の
潮
流
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
日
清
戦
争
前
に
勢
力
を
増
し
て
再

噴
出
し
た
と
い
え
る
。
私
は
、
本
書
に
お
け
る
壬
午
事
変
・
甲
申
事
変
・
日

清
戦
争
直
前
の
在
野
勢
力
の
叙
述
も
、
そ
の
よ
う
な
脈
絡
で
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ら
以
上
に
重
要
な
点
は
、
明
治
維
新
後
、
「
万
国
対
峙
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
て
富
国
強
兵
に
つ
と
め
て
き
た
明
治
国
家
が
、
日
露
戦

争
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
陸
で
確
固
と
し
た
拠
点
を
築
き
、
ア
ジ
ア

で
最
大
の
軍
薪
大
国
と
し
て
、
そ
の
基
盤
を
確
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
軍
の
地
位
向
上
も
、
日
露
戦
争
開
戦
に
至
る
大
陸
政
策
の
大
枠

決
定
が
、
陸
軍
の
中
堅
幕
僚
と
つ
な
が
り
の
深
い
児
玉
源
太
郎
参
謀
次
長
を

枠
外
に
お
い
て
、
元
老
と
桂
太
郎
首
相
・
小
村
寿
太
郎
外
相
と
元
老
ら
で
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
（
拙
稿
「
日
露
戦
争
と
桂
園
体
制
の
形
成
」
『
法

学
論
叢
』
一
三
八
巻
四
・
五
・
六
号
、
　
｝
九
九
六
年
三
月
）
、
日
露
戦
争
後

ほ
ど
画
期
性
が
な
い
。

　
政
党
に
関
し
て
も
、
自
由
党
を
例
に
示
し
た
よ
う
に
、
自
由
民
権
期
の
伝

統
を
引
き
ず
っ
た
政
党
は
、
日
清
戦
後
の
新
状
況
に
適
応
し
き
れ
ず
、
一
八

九
七
・
八
年
頃
に
一
且
行
き
詰
ま
り
、
星
明
が
そ
の
再
活
性
化
を
め
ざ
し
た

再
編
成
を
麟
り
（
拙
稿
「
日
清
戦
後
の
自
由
党
の
改
革
と
星
亨
」
『
名
古
屋
大

学
文
学
部
研
究
論
集
』
一
一
二
号
、
　
　
九
九
三
年
三
月
）
、
そ
の
延
長
に
立

憲
政
友
会
が
で
き
る
。
し
か
し
、
元
老
の
伊
藤
を
総
裁
と
す
る
政
友
会
で
す

ら
、
第
一
次
桂
内
閣
・
山
県
系
官
僚
閥
の
切
り
崩
し
に
耐
え
て
、
党
と
し
て

安
定
す
る
の
は
一
九
〇
三
年
秋
以
降
で
あ
り
、
日
露
戦
争
を
へ
て
よ
う
や
く

国
家
の
中
に
確
固
た
る
基
盤
を
得
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
改
進
党
系
は
桂
新

党
か
ら
同
志
会
が
で
き
る
ま
で
不
安
定
）
。

　
財
政
に
関
し
て
も
、
瞬
清
戦
争
に
お
け
る
画
期
は
あ
る
も
の
の
、
日
露
戦

争
に
よ
る
財
政
膨
張
と
膨
大
な
外
債
に
関
連
し
た
国
際
経
済
と
の
結
び
つ
き

の
強
ま
り
の
問
題
の
力
が
画
期
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
天
皇
崇
拝
に
つ
い

て
も
、
日
空
戦
争
の
画
期
性
は
大
き
い
（
前
掲
、
拙
稿
「
日
露
戦
争
と
桂
園

体
制
の
形
成
」
）
。
す
な
わ
ち
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
清
戦
争
は
日
露
戦

争
に
比
べ
、
犠
牲
や
費
用
の
点
に
お
い
て
も
格
段
に
小
ざ
な
戦
争
で
あ
り
、

そ
の
影
響
力
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
橋
氏
が
描
い
た
　
八
八
○
年
代
か
ら
日

清
戦
争
開
戦
に
至
る
日
本
の
大
陸
政
策
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
氏
に
よ
っ
て

や
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
後
新
し
い
史
料
が
多
数
発
見
さ
れ
史
料
状
況

が
変
わ
る
ま
で
は
、
大
き
な
研
究
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

今
後
、
同
特
筆
の
政
治
史
上
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
本
書
と
同
様
の
重

厚
さ
を
も
っ
た
研
究
が
必
要
で
、
史
料
的
に
も
可
能
と
思
わ
れ
る
分
野
は
、

条
約
改
正
問
題
と
、
明
治
一
四
年
政
変
か
ら
明
治
憲
法
制
定
に
至
る
、
藩
閥

官
僚
勢
力
と
政
党
勢
力
・
民
衆
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
た
「
八
八
○
年
代
の

内
政
の
鮭
鱒
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
明
治
｝
四
年
政
変
で
形
成
さ
れ
た
長
州
の

伊
藤
を
中
心
と
し
て
山
県
・
非
上
ら
の
勢
力
が
薩
摩
の
松
方
ら
を
加
え
（
存

ユ57　　（975）



命
中
は
伊
藤
と
並
ぶ
実
力
者
で
あ
っ
た
右
昏
絶
岩
倉
具
視
の
協
力
も
重
要
）
、

内
部
に
諸
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら
も
基
本
的
に
は
内
治
優
先
・
列
強
や
清
国

と
の
協
調
と
漸
進
主
義
的
な
近
代
化
と
い
う
合
意
を
し
だ
い
に
形
成
し
、
一

八
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
と
み
て
い
る
。
　
八
八
○
年

代
の
日
本
の
全
体
像
を
描
き
だ
す
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
高
橋
氏
に

是
非
と
も
深
め
て
ほ
し
い
し
、
氏
の
研
究
に
触
発
さ
れ
た
砦
い
研
究
者
が
、

既
存
の
研
究
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
お
じ
け
ず
、
腰
を
落
ち
つ
け
て
取
り
組
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
（
A
5
判
　
五
八
一
一
頁
　
一
九
九
五
年
・
六
月
　
田
隈
京
創
元
社
　
九
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
爪
岬
卿
市
左
｛
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